
四万十の 風 音
かざ ね

森＆川 だ よ り
しん せん

雪中のミヤコザサ(三本杭) 高月山(1229m)八面山より

◇森林体験学習・森林教室等の開催

◆四万十川流域の小中高校の森林教室を支援◆

当センターでは、９月から１２月上旬に

掛けて、四万十川流域で小・中・高校が実

施する森林体験学習・森林教室等の支援を

行いましたので紹介します。

例年、この時期は各学校から支援の要請

が集中し、要請内容も多岐になりますが、

子どもたちには工夫を凝らし解りやすい指

導に努めています。

※炭づくり体験

①９月２４日 鬼北町立日吉中学校

２年生１９名

(竹、 ﾏﾂﾎﾞｯｸﾘ、折鶴等)

②９月２６日 松野町立松野西小学校

４年生３６名

(ﾏﾂﾎﾞｯｸﾘ、ﾄﾞﾝｸﾞﾘ等 )

炭窯作成中

出来上がった竹炭

炭について学習

熱！只今炭焼中

※森林教室・木工クラフト

①１０月 ９日 大月町立弘見小学校

１・２年生４８名

(校庭の樹木の学習及

び樹木名板作製取付)

②１０月１０日 四万十市立中村南小学

校

４年生３６名及び保護

者３３名親子木工教室

（ｶﾌﾞﾄﾑｼ・ ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ等）

樹木名板作製中

樹木名板の取付

親子でワイワイガヤガヤと熱中？！

第１９号 平成２０年１２月１９日発行



③１０月１６日 四万十市立後川中学校

３年生４名木工教室

（額縁作製）

④１１月 ６日 宿毛市立栄喜小学校

全校生徒１７名

木工教室（ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ等）

⑤１１月１３日 鬼北町立日吉中学校

全校生徒４４名

木工教室（ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ等）

完成した額縁４名で全員

考え中？！ 完成：ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ

見事な作品です。

只今木工に熱中！

サンタ、タヌキ？

⑥１１月１４日 松野町立松野南小学校

全校生徒１２名

木工教室（ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ等）

⑦１１月２８日 四万十市立川崎小学校

５年生７名

木工教室（ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ等）

⑧１２月 ２日 四万十市立後川中学校

１年生９名

(学校林にて森林教室)

出来上がったｷｰﾎﾙﾀﾞｰに満足！

完成作品に納得の笑顔で！

森林の働きについて学習
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⑨１２月 ５日 松野町立松野西小学校

４年生３６名

(樹木名及び種子の学習)

⑩１２月 ８日 大月町立弘見小学校

６年生３３名

木工教室（ｷｰﾎﾙﾀﾞｰ等）

※林業体験

①９月２８日 大道マツ自然再生地

一般ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ及び高知県

立四万十高校

一般１４名と高校生８名

林業（下刈作業）体験

種子の飛び方を勉強中！

足で押さえつけ鋸も上手に！

初めての下刈体験ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参加者

②１１月１１日 神奈川学園高校 (神奈

川県 ) ２年生３３名

(八面山ブナ林散策及

び間伐体験)

１１月１１日、横浜市の神奈川学園高校

２年生３３名が、四万十川の支流、黒尊川

源流域の「八 面 山」に登山。
やつづらやま

今 回 は 、 森 と

川 の 関 係 や 自 然

や 環 境 を テ ー マ

に し て 参 加 し た

生 徒 が 多 く 、 山

歩 き と 眺 望 を 楽

し み な が ら も 、

シ カ の 食 害 や 土 壌 な ど の 質 問 が あ り ま し

た。

また、宿舎で樹木当てゲームが予定され

ていることから、歩道沿いの樹木説明では、

デジカメで撮影したり熱心にメモを取った

りしていました。

午後は、黒尊山に移動して間伐を体験。

生徒たちは、間伐の重要性は学習済みと

のことでしたが、

作 業 は 初 め て 。

職 員 か ら 安 全 作

業 の 心 構 え を 聞

き 、 五 班 に 分 か

れ て 開 始 し ま し

た。

ノコギリを手際よく扱う生徒、思い通り

の位置に切れない生徒と様々でしたが、約

１時間かけて各班２本程度の間伐ができ、

満足そうな表情でした。

初めて間伐体験する女子高校生

森林環境教育
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黒尊川源流域での学習は一日だけでした

が、同校の近くを流れる鶴見川との違いを

理解してもらうフィールドワークとなりま

した。

③１２月１０日 四万十町立昭和中学校

全校生徒３２名

(間伐体験)

与作は木を伐る♪

女子だって！

生徒で机を作る材料に！

二人協力して！

自然再生の説明に聴き入る高校生

※登山・森林散策

①１０月 ２日 四万十市立本村小学校

全校生徒３１名

(土佐堂ヶ森山登山)

②１０月２７日 大月町立弘見小学校

４年生２１名

(八面山ブナ林散策等）

③１０月２８日 四万十市立具同小学校

５年生８０名

(八面山ブナ林散策等）

全校生徒は３１名

ブ ラ ン コ に 歓 声 ！

森林の働きについて学習

ブナ林での森林教室
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④１０月２９日 四万十市立後川中学校

全校生徒２２名

( 篠 山 天然林散策等)
ささやま

⑤１１月 ４日 高知県立四万十高校及

び十川、昭和、大正、

北ノ川各中学校９１名

(四万十川源流域での森

林環境教育)

－四万十川源流域の国有林で、四万十森

林管理署と合同で森林環境教育を実施－

１１月４日は、四万十町にある四万十高

校と十 川・昭和・大正・北ノ川の各中学
とおかわ

校の生徒等９１名が、津野町にある不 入 山
いらずやま

（船戸山国有林）を訪れました。

当日は、四万十川の源流点や源水の地及

び代表的な人工林である「西の千本」をフ

ィールドとして四万十川源流域の森林生態

系などの学習を行いました。

森林の仕組みについて学習

四万十川源流点での説明に聴き入る中高生

また、源水の地では、四万十川の始めの

一滴を見学、疲れも忘れて感動の様子でし

た。「西の千本」では、既に「魚梁瀬千本

山」を見学している四万十高校生が、比較

しようと熱心に説明を聞く姿が見られまし

た。

⑥１１月 ５日 四万十市立下田小学校

３・４年生２８名

(八面山ブナ林散策等）

⑦１１月１２日 四万十市立西土佐中学

校１年生２４名

(八面山ブナ林散策及び植樹体験）

源水の地の標識（源流点の上方）

ブナ林を散策する子供たち！

八面山山頂にて



⑧１１月１８日 四万十市立津野川小学

校、大月町立柏島小学

校、各全校生徒４８名

（西土佐郷土の森のヒノ

キ仙人及び津野川小学

校で森林教室）

初めての植樹体験：西土佐中の生徒

デカ！ヒノキ仙人に触れる子供たち

森林の働きについて学習

◇日本森林学会で研究発表

１０月１８日に開催された、第５９回日

本森林学会関西支部日本森林技術協会関西

・四国支部連合会合同大会において、当セ

ンターの武内自然再生指導官が、「滑床山

国有林におけるシカ食害地の植生回復ー裸

地化したササ生地の再生についてー」と題

してこの大会では初めて発表しました。

◇森林環境教育の支援

◆知っていますか？森林の働き◆

ー「総合学習」で講演ー

宇和島市立城北中学校では、１０月の「総

合学習」の時間に、外部講師を招いてその

分野の話を聞き、知識を深めています。

１０月２１日は、「森林の働きを知ろう」

の学習が企画され、１年生１３８名を対象

に２時限にわたって秋山所長が講師を務め

ました。

始めに、ふれあいセンターが取り組んで

いる自然再生事業や森林環境教育について

説明。この中で、シカの食害が生徒達の身

発表する武内自然再生指導官

講演する所長

生育良好なミヤコザザ
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近な山である滑床山にもあると聞き、大変

驚いた様子でした。続いて、国土の保全、

水源かん養、林産物の供給、自然環境保全

など森林の持つ様々な働きについて、生徒

への質問を織り交ぜながら写真やイラスト

を使って説明。生徒からは、「森を助ける

のにもお金がいりますか？」「今地球には

どれくらいの森林がありますか？」などの

質問があり、事例やデータを紹介しながら

理解してもらいました。

最後に、生徒代表から「今日は、森林の

学習ができてよかったです」とお礼の言葉

があり、森林への関心を深める出前教室と

なりました。

◇「南予アルプスの魅力を語る会」で講

演

１１月１５日、鬼北町の成川渓谷休養セ

ンターにおいて、秋山所長が、「滑床山国

有林のシカ食害地の植生回復」と題して講

演を行いました。参加者は、食害写真など

を目の当たりにして驚いた様子で聞き入っ

ていました。

◇しまんと黒尊むらまつりへ参加！

◆木工教室と八面山登山案内の支援◆

１１月２２日、四万十市西土佐黒尊で「し

まんと黒尊むらまつり」が開催されました。

当センターは木工教室と登山案内を担当

しました。木工教室では、順番待ちの大盛

況で完成した作品を子供たちは大事そうに

持ち帰っていました。

また、絶好の登山日和に恵まれた八面山

説明する所長

山頂では、南予アルプスの山容が堪能でき

ました。

◇滑床山植生回復現地検討会の開催

◆ミヤコザサ試験地：滑床山（三本杭）◆

１１月１９日、関係機関、有識者等の出

席を得て、「第四回滑床山植生回復検討会」

を開催。今回の検討会は、平成１９年３月

にボランティアの方々の協力を得てミヤコ

地元の地域興し主催のイベントに参加

ﾏﾂﾎﾞｯｸﾘのｸﾘｽﾏｽﾘｰ クマさん完成

八面山(1,165m)登山の参加者
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ザサの移植を行った箇所の生育状況等を現

地で見ていただき、併せて今後の取組につ

い て 意 見 ・ 提 言 を 聴 く た め に 開 催 し ま し

た。

当日は１１月中旬としては思いもかけな

い雪の中、約二時間をかけ歩き、「たるみ」

でミヤコザサの生育状況を確認。試験地で

は森林総合研究所四国支所の奥村主任研究

員から滑床山周辺のシカ被害の実態やこれ

までの調査結果等の説明がありました。

参加者からは、「ササが活着していない

箇所には再度移植をしてみては」「シカ被

害を受けている箇所が近隣にも見受けられ

る」「防護ネット内にもアセビが多いがア

セビはこのままでも良いか」など多くの意

見が出され、今後の取組としては、継続し

てモニタリングを行うと共に、提言された

内容については、有識者の意見等も聴きな

意見交換会

根付いたミヤコザサ

がら検討をしていくという方向性を示し閉

会しました。

◇国有林野事業業務研究発表会へ

１１月２７日、林野庁において開催され

た平成２０年度国有林野事業業務研究発表

会において、「大道マツ再生の取り組みに

ついて」を隅田自然再生指導官が発表しま

した。

優良な建築材として名高い天然アカマツ

「大道マツ」は、マツクイ虫被害のため激

減。「大道マツ」の再生（天然更新）事業

を地元の住民や小中高生等を含むボランテ

ィアにより実践した再生報告です。

４年生となった「大道マツ」も現在順調

に生育しています。

◆四万十川沈下橋シリーズ①

下刈作業

高さ６０㎝以上(4 年生)の大道マツ

岩間の沈下橋

四万十市岩間

林野庁 四万十川森林環境保全ふれあいセンター
TEL0880-31-6030／FAX0880-31-6031

〒787-1601 高知県四万十市西土佐江川崎2405番地


